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10月17日（木）の６時間目に生徒会役員選挙の立会演
説会が体育館で行われました。各立候補者からは、立候補
した理由と任期中の公約が述べられ、一般生徒もそれをし
っかりと聞いていました。立会演説会が終わると直ちに投票
が行われました。一部の役職で決選投票となり、生徒は真
剣に投票を行いました。 
次の週には、後期委員会の委員も学 

級で選出され、24日（木）6時間目に 
は認証式が行われ、その日の放課後に 
は新体制で後期の委員会がスタートしました。 

                 

 

10月４日（金）に第49回学校祭を開催しました。子どもの挑戦する姿が発表の 

随所で見られました。合唱コンクールでは、緊張感が漂う中、各学級がこれまで取 

り組んだ成果を発揮して素晴らしいハーモニーを響かせました。 

また、今年は昼の時間帯にPTAで喫茶休憩コーナーを開設。30名を超える利用があり、保護者同士のコミュニケーション

の場となりました。今回の学校祭を無事に終えることができたのは、子どもたちの頑張りと保護者の皆様、関係者の皆様の多大

なるご支援によるものと感謝しております。ありがとうございました。 

 

 

  

 

 

 

 

                                          

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 
 
 10月１日(火)にA 組、２日(水)に B 組が救急救命講 
習を受けました。講師として北広島市消防署の方に来てい 
ただきました。 
はじめに救急救命についての説明を聞き、その後はグ 

ループに分かれてダミー人形を使い、 
実際に心臓マッサージやＡＥＤの取り 
扱いについて実習を行いました。実践 
的な学びから、その対処の仕方と手順 
を理解するとともに、命の大切さにつ 
いて考える貴重な時間となりました。 

～「笑顔あふれる西の里中に」～ 
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 10月20日（日）に吹奏楽部定期演奏会を行いました。保

護者や在校生等、１３０名 

を超える方々にご来場い 

ただきました。３年生にと 

って最後の定期演奏会を 

成功裏に終えることがで 

きました。保護者や顧問へ 

の感謝、後輩への想いなど 

が感じられる演奏会となり 

ました。 

11月16日は、土曜公開授業日（1日防災学校） 
中学校の授業を保護者・地域の皆様に参観していただく日として設定し 

ています。今年度は３年生の授業を「西の里中学校区CS」の特色ある取り

組みとして「1日防災学校」として行います。消防団や北広島市危機管理課

の方のお話を聞いたり、避難所を運営することを想定したゲームや実際に

避難所で使われる段ボールベッドをつくったりしながら地域貢献や防災・減

災について学ぶ予定です。 

全学年公開は１～３時間目の授業（8:35～、9:35～、10:35～）です。 

お時間がございましたら、ぜひご来校ください。 

＊3年生については、授業後に保護者対象の進路説明会を行う予定です。 

学校祭活動を通して何を得るか 
校長  髙橋 浩子 

紅葉が落葉に移りゆく季節になりました。一本の木でも一様ではない色の変わり方、赤に黄に染まる木々、常緑の木々、枝の

骨格を見せる木々を見て、多様性があるからこそ美しく見えることに感慨を覚えます。 

学校祭にはたくさんの方にご来場いただき、ありがとうございました。 

本校では総合的な学習の時間のメインテーマにまちづくりの在り方を考える視点を取り入れており、各学年の旅行的行事では

ねらいに沿った研修を行っています。その成果をプレゼンテーションという形で表現しました。学年内の発表時からさらに工夫を

加え、プレゼンテーションソフトの扱いや画面構成のセンスが発揮されていることを実感します。また、生徒が自発的に演劇形式

を取り入れているのは、小学校の学芸会で長年演劇に取り組んできた経験があるおかげと思います。ステージで繰り広げるやり

とりと、スクリーンに映し出して説明する内容は、架空の設定と現実の調査・考察の紹介がうまく組み合わされ、生徒の中にプロ

ットライター、シナリオライター、演出家、俳優……などの可能性があることを感じさせます。見ている人に楽しんでもらおうと知

恵を絞り、自分たちも楽しみながら行っている様子を見ると嬉しくなります。 

学級の全生徒が協働して創り上げたのが合唱です。音楽の時間の学習を基盤として、学級の合唱リーダーが練習を進めまし

た。歌うことに苦手意識がある生徒もいますが、大きく息を吸って声を出し、他の人の声と重ねて空気を振動させる心地よさは、

合唱でしか味わえないものでしょう。複数のパートに分かれてハーモニーを奏でる姿を見ていると、その背景に生徒も先生も熱

く取り組んだ様々な場面がスライドショーのように浮かんできます。学校祭当日、合唱を終えた後の給食時間のこと。昼の放送を

担当した３年生の委員は、自分たちの合唱を誇りつつ、ライバル学級の合唱も素晴らしかったと讃え、「もう、どっちが金賞かとか

じゃないんですよ。」と語っていました。まさにその通りです。競争のためではなく、純粋に素晴らしいものを創り上げた喜びを味

わっているその言葉に、大きな成長を感じました。 

日常の活動の成果を見事に披露した文化部員、全校生徒の笑顔を想像して動画撮影をしてきた生徒会役員、事前準備から後

片付けまでしっかり役割を果たした係生徒、互いの頑張りを讃え合った学級の時間。ここでは語り尽くせませんが、そうした学校

祭活動を通して、生徒のまなざしがまた少し力強く、そして優しくなりました。 

取り組みの過程では多くの生徒が心の疲れや揺れを経験したものと思いますが、ご家庭で温かく励ましてくださったおかげ

で、それを成長の機会にすることができています。さらに地域の多くの方から拍手をいただいたことで、苦労が達成感へと変わ

りました。今後も子どもたちが成長していく姿を共に見守れるよう、ご協力をお願いいたします。 

 

          

 

                 
 
 今年度の小中一貫教育の取り組みとして９月30日（月）

の5，6時間目に小学5年生と中学3年生の合唱交流会

を中学校の体育館で行いました。それぞれ学芸会、学校祭

に向けて取り組んできた合唱の発表を行い、最後には全員

で小学校の校歌を元気よく歌いました。 

11月～２月の部活動終了は

１７：１５となります 

日 曜 11月の行事予定 朝読 時程 給食 部 相談員SC 司書

1 金 臨時委員会 勉 ○ ○ SC

2 土 △

3 日 文化の日 △

4 月 振替休日 △

5 火 中学校区交流研修会 ○ ５ｈ ○ ○ 相談員 ○

6 水 会議日（短縮6時間授業） × ○ ×

7 木 学力テストC（3年）、学力テスト（1，2年） 1，2勉、３× ５ｈ ○ △ ○

8 金 生徒総会リハーサル、市内特別支援学級合同運動会 ○ ○ ○ 相談員 ○

9 土 中学生と議員のまちづくり対話集会 △

10 日 △

11 月 生徒総会、会議日（短縮6時間授業） × ○ × SC

12 火 勉 ○ ○ 相談員

13 水 学校教育指導訪問（１Aのみ5時間授業） ○ ４ｈ ○ ×

14 木 職員会議（短縮日課） × ５ｈ ○ ×

15 金 開校記念日（中学校　資源回収日） △

16 土 土曜授業公開、1日防災学校（3年） × ３ｈ × △

17 日 △

18 月 教育相談①（短縮日課） × ５ｈ ○ ○ 相談員 ○

19 火 教育相談②（短縮日課） × ５ｈ ○ ○ 相談員 ○

20 水 教育相談③（短縮日課） × ５ｈ ○ ○ 相談員 ○

21 木 教育相談④（短縮日課） × ５ｈ ○ ○ 相談員 ○

22 金 （広）研究中心発表会（西の里小） 勉 ３ｈ ○ × ○

23 土 △

24 日 西の里次世代育成交流会・市民参加フォーラム（北広島西高校） △

25 月 教育相談⑤（短縮日課） × ５ｈ ○ ○ SC

26 火 教育相談⑥（短縮日課） × ５ｈ ○ ○ 相談員

27 水 タ ○ × 相談員

28 木 三者（二者）懇談① ○ ４ｈ ○ ○ 相談員

29 金 三者（二者）懇談② 勉 ４ｈ ○ ○

30 土 △


